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諫早干拓検討委、１２日に現地視察へ 

よ み が え れ ！  
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【
毎
日
・
３
月
２
９
日
】
有
明
海
の
ノ
リ

養
殖
業
者
ら
で
つ
く
る
「
有
明
海
漁
民
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
松
藤
文
豪
代
表
、

約
６
０
０
人
）
は
２
８
日
、
民
主
党
の
諫

早
湾
干
拓
事
業
検
討
委
員
会
委
員
を
務

め
る
古
賀
一
成
衆
院
議
員
＝
比
例
九
州

＝
に
、
今
季
の
ノ
リ
の
色
落
ち
被
害
を
報

告
し
、
排
水
門
の
開
門
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
た
。 

 

久
留
米
市
内
の
古
賀
議
員
の
事
務
所

に
大
牟
田
、
柳
川
両
市
の
ノ
リ
養
殖
業
者

ら
１
１
人
が
訪
れ
、
「
今
季
は
栄
養
塩
不

足
で
ノ
リ
の
水
揚
げ
は
例
年
の
７
割
程

度
に
し
か
な
ら
な
い
。
有
明
海
再
生
の
た

め
に
一
刻
も
早
い
開
門
の
決
断
、
実
施
を

お
願
い
す
る
」
な
ど
と
し
た
要
望
書
を
古

賀
議
員
に
手
渡
し
た
。 

 

古
賀
議
員
は
「
海
で
働
く
現
場
の
み
な

さ
ん
の
生
の
声
を
聞
く
よ
う
に
赤
松
広

隆
農
水
大
臣
に
伝
え
る
」
な
ど
と
応
じ

た
。
ノ
リ
養
殖
業
者
か
ら
は
「
諫
早
湾
が

閉
め
切
ら
れ
て
か
ら
は
潮
の
流
れ
が
ゆ

る
く
な
っ
て
い
る
」
「
今
季
は
沖
合
の
漁

場
で
も
色
落
ち
が
ひ
ど
く
お
手
上
げ
だ
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

を
判
断
す
る
政
府
与
党
の
諫
早
湾
干
拓

事
業
検
討
委
員
会
が
発
足
し
、
関
係
者

の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
る
予
定
と
い

う
。 潮

受
け
堤
防
が
閉
じ
ら
れ
て
か
ら
ま

も
な
く
１
３
年
に
な
る
。
諫
早
湾
、
有

明
海
の
環
境
は
悪
化
し
、
漁
業
被
害
は

深
刻
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

現
在
、
漁
民
ら
が
潮
受
け
堤
防
の
撤

去
や
排
水
門
の
常
時
開
門
な
ど
を
求
め

た
訴
訟
の
控
訴
審
が
福
岡
高
裁
で
審
理

中
だ
が
、
高
裁
の
判
決
が
出
れ
ば
そ
れ

で
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

問
題
は
ど
う
す
れ
ば
漁
民
が
有
明
海
の

漁
業
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
で
き
る
か

で
あ
る
。 

 

昨
夏
の
総
選
挙
の
際
、
民
主
党
は
政

策
集
に
「
開
門
調
査
」
を
明
記
し
て
い

た
。
政
権
交
代
し
た
政
府
与
党
は
責
任

を
自
覚
し
て
、
潮
受
け
堤
防
が
漁
業
に

及
ぼ
す
実
態
調
査
を
早
急
に
実
施
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
有
効
な
対
策
を

講
ず
る
べ
き
だ
。 

【
佐
賀
・
４
月
６
日
】
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
潮
受
け
堤
防
開
門
調
査
の
是
非
を

協
議
す
る
政
府
・
与
党
の
検
討
委
員
会

（
座
長
・
郡
司
彰
農
水
副
大
臣
）
は
６
日
、

国
会
内
で
会
合
を
開
き
、
１
２
日
に
現
地

視
察
を
行
う
こ
と
を
正
式
に
決
め
た
。
諫

早
湾
の
海
域
を
海
上
視
察
す
る
ほ
か
、
潮

受
け
堤
防
や
干
拓
地
、
背
後
地
に
あ
る
旧

堤
防
な
ど
を
視
察
す
る
。
１
１
日
に
は
長

崎
県
諫
早
市
で
検
討
委
の
会
合
も
開
く
。 

 

１
２
日
は
締
め
切
り
堤
防
外
の
諫
早

湾
を
海
上
視
察
し
、
そ
の
後
、
湾
内
の
調

整
池
や
干
拓
地
、
揚
水
機
場
な
ど
を
視
察

す
る
。
漁
業
者
ら
関
係
者
か
ら
意
見
を
聴

く
機
会
は
設
け
な
い
。
現
地
視
察
は
今
後

の
論
議
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
と
し
て
、

前
回
の
検
討
委
で
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
た
。  

 

赤
松
広
隆
農
相
の
現
地
視
察
は
１
４
、

１
５
日
に
行
う
方
向
で
調
整
し
て
お
り
、

佐
賀
、
長
崎
、
福
岡
、
熊
本
の
関
係
４
県

の
関
係
者
か
ら
意
見
を
聴
く
場
も
検
討

し
て
い
る
。 

会
は
２
４
日
の
定
例
会
最
終
本
会
議
で
、

潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
開
門
調
査
を
早

期
に
実
施
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
意
見

書
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
同
県
議

会
が
開
門
調
査
を
求
め
る
意
見
書
や
決

議
を
可
決
す
る
の
は
２
０
０
１
年
以
降
、

１
２
回
目
。 

 

政
府
・
与
党
は
、
開
門
の
可
否
を
政
治

判
断
す
る
「
諫
早
湾
干
拓
事
業
検
討
委
員

会
」
を
設
置
。
１
６
日
に
は
開
門
を
求
め

る
古
川
康
佐
賀
県
知
事
か
ら
意
見
を
聴

い
た
。 

 

意
見
書
は
こ
う
し
た
国
の
動
き
を
踏

ま
え
、
「
佐
賀
の
み
な
ら
ず
、
長
崎
か
ら

も
開
門
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
「
（
漁
業
被
害
を
訴
え
て
い
る
）

関
係
者
の
生
活
安
定
の
た
め
に
、
早
期
の

開
門
調
査
実
施
を
強
く
要
望
す
る
」
と
し

た
。 

佐
賀
県
議
会
が 

諫
干
開
門
可
決 

干
拓
地
と
海
上
も 

民
主
・
古
賀
一
成
議
員
に 

ノ
リ
養
殖
業
者
ら 

諫
早
干

拓
開
門
要
望 

色
落
被
害 

【西
日
本
・３
月
２
５
日
】国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
（
長
崎
県
）
を
め
ぐ
り
、
佐
賀
県
議

会
は 

諫
早
開
門
し
、 

実
態
調
査
を
急
げ 

【朝
日
・３
月
３
０
日
・読
者
の
「声
」】 

長
崎
県
諌
早
市
在
住 

８
９ 

男
性 

長
崎
県
の
中
村
法
道
知
事
は
就
任
直

後
の
５
日
上
京
し
て
、
郡
司
彰
農
林
水
産

副
大
臣
と
面
会
し
た
。
国
営
諫
早
干
拓
事

業
の
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
開
門
調
査

に
つ
い
て
「
県
は
反
対
の
立
場
」
と
伝
え

た
が
、
郡
司
副
大
臣
は
開
門
す
る
か
否
か

は
白
紙
で
、
今
後
検
討
す
る
と
答
え
た
と

い
う
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
開
門
の
是
非 

公
害
弁
連 

諫
干
開
門
決
議 

 

３
月
２
７
日
、
公
害
環
境
訴
訟
に
取
り

組
む
弁
護
士
約
１
５
０
名
が
参
加
し
た

全
国
公
害
弁
護
団
連
絡
会
議
（
公
害
弁

連
）
の
総
会
が
沖
縄
市
で
開
催
さ
れ
、

諫
早
湾
干
拓
排
水
門
の
開
門
を
求
め
る

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
同
決
議
は
、
国

に
対
し
一
日
も
早
い
開
門
を
求
め
る

他
、
開
門
方
法
や
開
門
に
伴
う
対
策
等

に
つ
い
て
原
告
団
弁
護
団
と
裁
判
上
の

協
議
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。 


